
 

建 設 企 業 協 議 会 協 議 事 項  
 
 
 
 
 
 

 ○ 所管事項の報告について 

１ 新たに土地が生じたことについて（八戸港河原木地区） 

２ 工事現場における人身事故について 

３ 八戸市下水道事業経営戦略の改定について 

４ 八戸市自動車乗車運賃等条例の一部改正（案）の概要について 

日時 令和６年５月 21 日(火) 

   午前 10 時 

場所 第四委員会室 



 
 

 

 

 

 

 

新たに土地が生じたことについて（八戸港河原木地区） 

 

 

 公有水面埋立法第2条第1項の規定により、令和2年6月25日に青森県知事が

免許した公有水面埋立てについて、公有水面埋立法第22条第1項の規定によ

り、令和5年11月27日に工事の竣功が認可され、新たに土地が生じたもの。 

 

1. 新たに土地が生じた場所  

八戸市豊洲2の2及び5に隣接する公有水面埋立地 

 

2. 新たに土地となる面積  

329.62㎡ 

 

3. 編入する字の区域  

八戸市豊洲 

 

4. 新たに土地が生じた区域 

 

 

建設企業協議会資料 
令和６年５月 21 日 
建 設 部 港 湾 河 川 課 
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八戸市下水道事業経営戦略の改定について 

 

１．経営戦略とは 

「経営戦略」は、地方公営企業が将来にわたって安定的に事業を継続していくために策定する中

長期的な経営の基本計画である。その中心となる「投資・財政計画」は、施設・設備に関する投資

の見通しを試算した計画（投資試算）と、財源の見通しを試算した計画（財源試算）を構成要素と

し、投資以外の経費も含めた収入と支出の今後を見通した計画である。 

 

２．経営戦略改定の趣旨 

本市では、平成 29 年 3 月に農業集落排水事業の経営戦略を、平成 31 年 1 月に公共下水道事業

の経営戦略を策定し、経営の健全化に取り組んでいる。 

前回の戦略策定後の令和 2 年 4 月から、公共下水道事業と農業集落排水事業を合わせた公営企

業会計に移行し、現金主義会計方式ではなく発生主義会計方式を考慮した投資・財政計画に更新す

る必要があること、令和3年2月に公共下水道基本構想を見直し、令和17年度完了を目標とする

新たな整備計画のもと未普及対策事業を進めてきていることなどを踏まえ、今後の事業継続に必

要な財源に不足がないかを見通すため、現時点での投資・財政計画を試算し、下水道使用料の改定

の必要性などを検証し、経営戦略を改定するものである。 

 

３．改定案の概要 

 （１）計画期間 

   令和６年度～令和15年度までの10年間 

（２）経営の基本方針及び目標値 

下水道事業の現状を整理したうえで、取り組むべき経営の基本方針及び目標値を以下のとお

り設定。 

   

 

  

建 設 企 業 協 議 会 資 料 

令 和 ６ 年 ５ 月 ２ １ 日 

都市整備部 下水道業務課 

現　状 基本方針、目標値

 ①計画的な建設投資の実施

　公共下水道基本構想に基づく未普及対策事業を計画
的に実施する。

　【下水道普及率】R15目標値　84.28％

（参考）R17整備完了時目標値　87.00％

②水洗化の促進

　未接続者に対する普及啓発活動等により、水洗化の
促進を図り、使用料収入を確保する。

【水洗化率】　　R4実績値　83.13％ 　【水洗化率】　　R15目標値　85.00％

③安定的な経営基盤の確立

　事業の統合・見直し、民間活力の活用等により経費
節減に努め、経営の健全化、効率化を進める。

【経常収支比率】R4実績値　102.87％ 　【経常収支比率】R15目標値　100.00％以上

【経費回収率】　R4実績値　 98.93％ 　【経費回収率】　R15目標値　100.00％以上

 ④下水道施設等の適正な管理・更新

　適正な維持管理に努めるとともに、ストックマネジ
メント計画に基づく改築更新を進める。

 ①下水道普及率が低い
　→ 早期の未普及解消が必要

 ②水洗化率が低い
　→ 接続促進が必要

 ③汚水処理原価が高く、経費回収率が低い
　→ 経費節減・使用料収入の確保が必要

 ④既存施設の老朽化が進行
　→ 計画的な改築更新が必要

　【下水道普及率】R4実績値　67.77％
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（３）投資・財政計画（収支計画） 

経営の基本方針の下、適切な投資と経営の健全化の両立を図るための今後の収支計画を試算

した結果、投資及び維持管理に必要な財源を確保できる見通しであることから、計画期間内

は、現在の使用料体系のままで事業を継続できる見込みである。 

 

 

①投資について 

・下水道基本構想に基づく未普及対策事

業、ストックマネジメント計画に基づい

た改築更新の投資額は、10年間で約

609.7億円の見込み。 

（うち未普及対策事業費が約358億円、老

朽化対策事業費が約155.5億円） 

 

 

②投資以外の経費について 

・維持管理に要する費用について、毎年度２パーセントの物価上昇を想定。 

 

③財源について 

・建設改良投資の財源については、国庫補助金及び、建設改良債の借入により確保する。 

・維持管理費及び元利償還金の財源については、使用料収入、雨水の経費等に対する基準内

の繰入金、及び元金償還金の財源に充当する資本費平準化債の借入により確保する。 

   【 使用料収入 】 

普及率及び水洗化率の上昇により、整備が完了する令和17年度まで、年々増加する見

込み。 

【 一般会計繰入金 】 

計画期間内の一般会計繰入金の所要額平均は、公共 26.6 億円/年、農集 1.3 億円/年、

合計27.9億円／年の見込み。 

【 企業債残高 】  

令和4年度末に605億円である残高は、令和7年度以降は年々増加し、令和17年度の

773.5億円をピークに減少に転じる見込み。 

 

４．今後のスケジュール 

時 期 内 容 

令和6年 6月～７月  パブリックコメントによる意見募集、改定案への反映 

令和6年 8月下旬 経営戦略の改定、公表 

 



 

 

 

 

八戸市自動車乗車運賃等条例の一部改正（案）の概要について 

 

１ 改正の理由 

  片道普通旅客運賃の最低額を改定するとともに、その他所要の改正を行うため

のものである。 

 

２ 改正の内容 

 (1)片道普通旅客運賃 

区分 改定前 改定後 

片道普通旅客運賃の最低額 
１７０円 

（小児９０円） 

１９０円 

（小児１００円） 

 

 〈市内路線バス上限運賃〉 

  初乗り運賃 190 円、60 円刻み、上限 370 円 

現行運賃 170 円 220 円 270 円 320 円 

改定運賃 190 円 250 円 310 円 370 円 

 

 〈その他乗車券等の運賃〉 

商品名 現行運賃 改定運賃 

共通１日乗車券 
市内  800 円 

圏域 1,600 円 

市内  800 円 

圏域 1,500 円 

休日 100 円サービス 100 円 150 円 

うみねこ号・いさば号 100 円 
初乗り 150 円 

上限  200 円 

 

 (2)端数日付き通学定期券の導入 

 １箇月、３箇月及び６箇月の通学定期券について、１箇月未満の希望の日数を

加えて購入できるものとする。 

 

３ 施行期日 

  令和６年１０月１日 

 

４ 市民への周知 

・広報はちのへ（９月号を予定）、市ホームページに掲載 

・バス停留所、バス車内等での周知 

建設企業協議会資料 

令和６年５月２１日 

交通部運輸管理課 



【参考資料】 
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